
援
助
や
配
慮
が
必
要
な
人
に

12
月
3
日
㈭
〜
9
日
㈬
は
障
害
者
週
間
で
す
。
内
部
障
が
い
の
あ
る
人
や
妊
娠
初
期
の
人
な
ど
は
、

外
見
か
ら
は
支
援
や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
市
で

は
、
支
援
が
必
要
な
こ
と
を
周
囲
に
知
ら
せ
る
た
め
の「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」を
配
布
し
て
い
ま
す
。

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド

　
財
布
や
パ
ス
ケ
ー
ス
に
入
れ
て
普
段

か
ら
携
帯
し
て
お
く
た
め
の
カ
ー
ド
で

す
。
カ
ー
ド
の
裏
に
住
所
や
連
絡
先
、

病
気
・
障
害
名
、
手
助
け
し
て
ほ
し
い

こ
と
な
ど
、
必
要
な
情
報
を
書
い
て
使

用
し
ま
す
。

　
ス
ト
ラ
ッ
プ
型
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
併

せ
て
持
つ
こ
と
で
、
よ
り
詳
細
な
情
報

を
ス
ム
ー
ズ
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

  

利
用
す
る
に
は

　
ス
ト
ラ
ッ
プ
型
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
ヘ

ル
プ
カ
ー
ド
は
、
市
の
施
設
で
配
布
し

て
い
ま
す
。
家
族
や
支
援
者
な
ど
の
代

理
人
に
よ
る
受
け
取
り
も
可
能
で
す
。

　
な
お
、
ス
ト
ラ
ッ
プ
型
ヘ
ル
プ
マ
ー

ク
の
配
布
は
一
人
一
個
ま
で
で
す
。

対
象
＝
義
足
や
人
工
関
節
を
使
用
し
て

い
る
人
、
心
臓
や
腎
臓
な
ど
内
部
障

が
い
の
あ
る
人
、
妊
娠
初
期
の
人
、

  

知
っ
て
い
ま
す
か

  

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

　
「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」
は
、
義
足
な
ど

を
使
用
し
て
い
る
人
や
内
部
障
が
い
の

あ
る
人
、
妊
娠
初
期
の
人
、
認
知
症
の

人
な
ど
外
見
か
ら
は
支
援
や
配
慮
を
必

要
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
に
く
い

人
が
周
囲
か
ら
の
支
援
を
受
け
や
す
く

す
る
た
め
の
マ
ー
ク
で
す
。

ス
ト
ラ
ッ
プ
型
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

　
シ
リ
コ
ン
製
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
か
ば

ん
な
ど
に
付
け
る
こ
と
で
、
周
囲
の
人

に
支
援
が
必
要
な
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
付
属
の
シ
ー
ル
に
氏

名
や
連
絡
先
、
手
助
け
し
て
ほ
し
い
こ

と
な
ど
を
書
い
て
貼
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

認
知
症
の
人
、
知
的
・
精
神
障
が
い

の
あ
る
人
、
聴
覚
・
視
覚
に
障
が
い

の
あ
る
人
の
ほ
か
、
必
要
と
感
じ
る

人
配
布
場
所
＝
障
が
い
者
福
祉
課（
市
役

所
議
会
棟
1
階
）、
下
総
・
大
栄
支

所
、
ほ
っ
と
す
ま
い
る
セ
ン
タ
ー

（
保
健
福
祉
館
内
）、
赤
坂
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー（
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
み
）

  
障
が
い
に
関
す
る
相
談
は

　
市
や
県
で
は
、
次
の
相
談
窓
口
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
料
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

障
が
い
者
福
祉
課

電
話
番
号
＝
20
‐
1
5
3
9

F
A
X
番
号
＝
24
‐
2
3
6
7

障
が
い
者
相
談
セ
ン
タ
ー（
ほ
っ
と
す

ま
い
る
セ
ン
タ
ー
・
保
健
福
祉
館

内
）

電
話
番
号
＝
27
‐
1
1
0
6

F
A
X
番
号
＝
27
‐
1
0
6
5

障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
差
別
に
関
す
る

相
談
窓
口（
県
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）

電
話
番
号
＝
0
4
3
‐
4
8
6
‐
5�

9�

9�

1
F
A
X
番
号
＝
0
4
3
‐
4
8
6
‐
2�

7
7
7

※
く
わ
し
く
は
障
が
い
者
福
祉
課（
☎

20
‐
1
5
3
9
）へ
。

ストラップ型
ヘルプマーク

電車やバスの中では…
　外見は健康そうに見えても、
疲れやすかったり立ったまま同
じ姿勢を保つことが難しかった
りする人がいます。積極的に席
を譲ったり、優先席へ案内した
りしましょう。

災害時や避難場所では…
　視覚・聴覚障がいなどにより
状況把握が困難な人や、肢体
不自由で避難が難しい人、大
勢の人がいる避難所でストレス
を感じる人などがいます。安全
に避難するための支援をした
り、避難所で声を掛けたりしま
しょう。

駅や商業施設などでは…
　電車やバスの遅延・運休な
どの突発的な出来事への対応
が困難な人や、立ち上がる・歩
く・階段を上り下りするといっ
た動作が難しい人がいます。声
を掛けて助けましょう。

ヘルプマークを見つけたら思いやりの行動を
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